
<東海地震>の揺れ方 :
歴史地震の記録にもとずく考察

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-07-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大庭, 正八

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00025588URL



静問地学 42号 (1980)

地震〉の揺れ方
記録にもとずく考察一

大庭正八*

岡県下に予想される東海地震が、はたして駿河湾西岸地域にとって

の事例にもとずいて考察する O 本文執筆の動機は、その地域の

に端を発する O

であるかどうかを、

から な質問をうけ

いわゆる直下型地震とは、内陸性の浅発大地震のときに、 では激しい上下動でゆれ始め、

龍夫(1)によれば、 これは逃げる間もなく家がつぶれるような

のゴ缶詰ではなく、多分報道関

をさすものであろう O

ている O 数年前に、 の の石橋克彦誌によっ

に特色があるとされ

され、それが

とされ、 の様な震動様式と

績極的な 行政のきっかけになった O 石橋氏は、すでに大方が周知のように、 される
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の震源域が駿河湾に入りこんでいること、および駿河湾、内におけるフィリピン海プレートのもぐ

り込みが酉の遠州側の地下に向かっているという説を提起され、アジアプレートの東端にあたる東遠

地域は、このために巨大地震の震源域となって、大地震に襲われると警告されたのである O

静同県東遠地方が巨大地震に襲われ、そして避難する間もなく家が潰されるとあっては、地元民に

とって容易ならぬ話であって、特にお年寄や幼児たちは絶望的という事になろう O のさ L¥ゆ

れ始めから家が潰れるまでにどれ桂の余諮があるかという事は、非常に な問題である O

はたして東海地震は、そのような か?

霞下型大地震のゆれ方

下型大地震の事例として、安政江戸地震・北伊豆烈震・揺井地震その他について述べる O

まず、 1855年 11月 11日(安政 2年1810月 2日)の安政江戸地震(震源:35.80N、 139.80E江

あたりを震央とする地震、 M= 6.9 )の場合は、 「本所は分て強く、演たる家は大分揺る

と等しく潰れたるが多かりしが……J<武州地動記>、 「当地震ハ俄ニ地沸騰シテ濃レ夫レ地震ト云

否頃刻シテ家覆倒シ外ニ出ノレ事不成……J<震災記雑話草>、 「深川辺地震強きこと甚しきが、中に

も相川町の通りは揺出すと等しく、西側の家狭き小路へ倒れかかり……J<武州地動記>。

この地震では、以上の例のように、地震と同時に倒れた所が多し1。叉、初めはゆるやかで段々強く

なったと思われる所もある O これはこの地震は痘下型だが、震源が舗に深いためであろうという

(3) 
(佐山守 1973) 

次に、 1930年(昭 5) 11月 26自北伊豆烈震(震源 35.10 N、139.00
E伊豆北部深さ 0'"'-'5胸、

M = 7.0 )のさいは、 熱海では「激震!すわと飛出さんとして身構をした利那、大音響と共に住宅倒

壊、そのまま横木に庄えられて身動ならぬ……J<稲葉昂>、三島では、 r4時を打つ時計で、目が覚

め、 しばらくして地震、はね起きたが尻餅をつく O どたんぱたんと物が落ちる o (中略)裏へ出た時

はもうおさまっていたo <中)11孔一、 大意>、 同三島では「四時頃大地震がはじまると、僕は直ぐ

目を覚しました O すると、電気が消えたと思ふと同時に、僕の体はどんと投出されてしまひましたO

その時家がつぶれたのです。<桜井弘>、大仁町田中では、 「夜の静けさを破って突然地震の音が聞

えた O その音に目ざめてあたりを見ると、墨を流したやうな暗閣であったO もうその時はおそかったO

家は頭の上にのっていたoJ<西村明八>同様な記録がたくさん残され、産下型地震である事は明瞭で

ある(長岡午 1930)(8)。 この文集で倒潰 13例の中避難はたった 1例、あと皆潰家にとじこめられたO

また、 1948年(昭 23) 6月28自福井地震(震源 36.10 N 、136.20
E 越前平野東よりの丸岡町

付近、深さ 20Km、M 7.3)のさいは、「おおむねゴーという地鳴と同時に地震を感じ、人は立って

おられず、全潰地域では下から持上げられる衝動をうけ、立ちあがるひまもなく家が倒れた。.J(本間

彪 1948)仙と報告されている O

以上の諸例から、藍下型大地震では、発震と共に激しい上下動がおこれ短時間で家がつぶれる様

子がわかる O 同様のゆれ方は 1847年 5月 8日(弘化 4年!日 3月 24日)善光寺地震(震源 36.70N 

138.20E、Mココ 7.4)閥、 1945年(昭 20) 1月 13日三河地震(震源:34.70N、137.00E、 M= 7.1 )(9) 

についても報告され‘ 1935年(昭 10)7月 11日静岡強震についても類似の事が報告されている (5)0 
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安政東海地震のゆれ方

ところで、予想される東海地震のサンプルとされている 1854年 12月 23日(嘉永 7年!日 11月4日)

安政東海地震(震源 34.10N 、137.80 E遠州灘海底下、 M= 8.4 )のゆれ方はいかがであろうか。

静開県榛原郡相良町波津の大沢寺文書「拾代祐賢師地震記Jtこよれば、安政東海地震のゆれ初めは

永7年甲寅十一月四日突如として大鳴動あり、忽ち大地震となったO 寺内に居た者は誰れも彼れ

も、転んだり倒れたりしながら漸くの思いで庭に出たが、その中幾らか揺れが軽くなったと思うと、

叉大揺れが来て、鐘楼・藤裏の門@蔵子錠等悉く倒れて終ったが、唯本堂だけは倒壊は免れたものの、

瓦は殆んど崩れ落ちて終ったO ……Jと記されている o C大沢寺文書、漢文の原文を白摂詰現代訳)(15) 

駿子育城下での状況は、 「……川越町も過ぎ、新町壱了目と梅寵町との関を通るに、左右の家々より

男女肌足にて走り出れば、

海山震動して、諸人道路に倒れ、

ツ辻義、命を限に走っきぬれば、

たとふるに物なしO 天地一円に

195 1 ) (13) 0 

かと前後を見廻すに、左右の家々は、苦の風になびくが如く

にも通ずべしO 我々四人は、既に倒れんとしつつ梅屋町の四

の角の家、南北の庇、大道へおつる、巽の角の家も、崩るる音は

たちて、さらに生たる心地なし……J<安田賎勝>c武者金吉

静岡県小笠郡浜岡町新野上組松下家文書の記述では、 「安政元甲寅十一月四日円上亥11大地震冬李の

日也。木ヶ谷源八万薬調合小切三枚広け候所、俄ニ地震と申す故、高臼障ひ明外を見候所前の桃の

ざわざわなり申候。妻美喜当五月上旬より病気にて奥納戸に猷居、森下のお喜代按摩致居、産様其

所へ行候得ば¥最早!苫清{乍参り病人を外へ出候故手伝ひ、裏口へ引出し、清作病人をかかへ東へ出掛

候と其鑑病人共ニ転候て屋根より瓦杯葎候故清作ハ其億捨置、産ニ我家へ行中{段。

漸病人を引出し抱立候て二度転申供。家ハ其間ニ居宅産敷不残潰れ申{畏……JC 

伯記述、小野芳郎読解 )(18O

以上の 8例について、安政東甑地震のゆれ始めから家がこわれるまでの経過を精査すると、

相良大沢寺:大鳴動がした→誰も設も転んだり鰐れたりしながら漸く庭に出た→幾らか揺れが軽

松下良

くなった→ま れ→ の門・ が倒れた O

の家々より駿府城下:新町一了岳と

の風になびく様だった→諸人が道路に倒れた→

落ち、高東の家が倒れた O

浜開町松下家:般に

の四つ角ま

り出た→左右の家々

った→北西の家の庇が

の間で、

病床の棄の所へいった

といった→障子 C?)をあけた→桃の木がざわざわしていた→

(このへん文脈が乱れる)一一病人を引出し抱え立ったが、一

納戸の

、Fだ

その間 れたO

これらの 3例は、いずれもゆれ初めから家が潰れるまで、かなりの時間的経過が認められ、 30 '"'-' 

40秒、は要したではなかろうかと推量される O したがって、先に示した鹿下型地翼のゆれ方とは

に異なるものである O 同様な事例は‘小笠郡菊J11町政所(16).榛掠郡金谷町金谷間.周智郡(4)にも

がある。
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安政東海地譲を起こした<護者層>

よび塩坂(1978 ) (6)によれば、この安政東海地震を起こした断層は、駿河湾を南北に来る

河湾断層と、その陸上延長部にあたる富士山衛藤とされている O そして、この一連の断}曹は、左横ず

れ東務ちの断層であって、一般に考えられているようなプレート境界の逆断層ではなし ¥0 また、海上

による音波探査からは為

(桜井 1978) (2らなお上述の

坂 (1979)(7)によって、さらに

に梅洋膝プレートのもぐり込みは認められない

の動きについては、このあと羽田野ら (1979)側、

されている O

以上の駿河湾断層 e 富士川断層が、プレートのもぐり込み断震ではなく、垂直叉は垂直に近し

だというのは、昭駿t弘東遠州各地においては安政東海地震が、車下型のゆれ方ではなく、ゆれ始めから

家が潰れるまでにかなり時間のかかる遠地型の大地震のゆれ方だという事実と矛屈しない。

おわりに

される東溜地震は、安政東海地震のくり返しだと推定されている O この推定に立っとすれば、

静両県西駿河@東遠州地域では、この地震は恵下型ではなく、遠地型大地震になると推論されよう O

すなわちこの地域では、この地震でいきなり家の下敷になるような突発的な危険は考えられず、判断

をしながら避難できる余裕があるはずである O

なお、この推論をさらに進め の災いは、むしろ ) I した

状地あたりがうける理くつになろう O
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